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ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
入
居
者
募
集

町
営
し
ら
か
ば
団
地

入
居
者
募
集

家
賃
の
安
い
県
営
住
宅
に

入
居
し
ま
せ
ん
か

お
で
か
け
く
だ
さ
い

▽
住
宅
種
別
　
町
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
１
戸（
平
成
５
・

６
年
度
建
設
）

▽
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
延
床
面

積
６
１
・
２
８
㎡

▽
家
賃
　
４
５
、０
０
０
円（
定

額
）

▽
駐
車
台
数
　
１
台
　
月
額
１
、

５
７
５
円 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
月

額
３
、８
０
０
円

▽
資
格
　
扶
養
親
族
用
件
等（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
期
間
　
１
月
６
日（
月
）

〜
１
月

１７
日（
金
）（
土
日
祝
日

を
除
く
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
８
時

３０

分
〜
午
後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
１
月
下
旬

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、

入
居
者
全
員
の
所
得
証
明
書

等（
平
成

２４
年
分
）、納
税
証
明

書
、そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ･

申
込
先

産
業
振
興
課
土
木
管
理
係
　

（
内
線
３
４
２
）

▽
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
２
戸（
昭
和

５５

年
度
建
設
）

間
取
り
　
２
階
建
、和
室
　
３

Ｄ
Ｋ 

約
６０
㎡

▽
家
賃
　
１
３
、３
０
０
円
〜
２

１
、３
０
０
円
の
間（
所
得
に
応

じ
て
算
出
）

▽
駐
車
台
数
　
１
台
　
月
額
１
、

５
７
５
円 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

　
月
額
１
、３
０
０
円

▽
資
格
　
所
得
制
限
、扶
養
親

族
要
件
等

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
期
間
　
１
月
６
日（
月
）

〜
１
月

１７
日（
金
）（
土
日
祝
日

を
除
く
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
８
時

３０

分
〜
午
後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
１
月
下
旬

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、

入
居
者
全
員
の
所
得
証
明
書

等（
平
成

２４
年
分
）、納
税
証
明

書
、そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ･

申
込
先

産
業
振
興
課
土
木
管
理
係
　

（
内
線
３
４
２
） 

　
県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は

４
月
、７
月
、１０
月
、１
月
の
年

４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
１
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

▽
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・

家
賃
　
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い

▽
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に

困
窮
し
て
お
り
、親
族
と
入
居

す
る
予
定
の
人
、ま
た
は
単
身

の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
　

な
ど
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た

は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジを
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
申
込
期
間
　
１
月
４
日（
土
）

〜
１８
日（
土
）

▽
入
居
可
能
日
　
平
成

２６
年

４
月
１
日（
火
）

▽
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の

申
込
用
紙
を
郵
送

▽
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布

場
所
　

県
住
宅
供
給
公
社（
前
橋
市

紅
雲
町
）、県
土
木
事
務
所
、市

役
所
・
町
村
役
場（
土
・
日
は
県

住
宅
供
給
公
社
の
み
で
配
布

し
て
い
ま
す
。な
お
、祝
日
は
営

業
し
て
い
ま
せ
ん
。）

▽
そ
の
他
　
入
居
者
は
、公
開

抽
選
で
選
定
し
ま
す

※
一
部
の
住
宅（
田
口
団
地
、萱

野
団
地
、下
新
田
団
地
、鼻
高

団
地
、城
山
団
地
、下
河
原
団

地
、城
ノ
岡
団
地
、鳥
山
団
地
、

浜
町
団
地
、矢
場
団
地
、成
塚

団
地
、青
柳
団
地
、大
島
団
地
、

本
郷
団
地
、田
篠
団
地
、二
軒

在
家
団
地
、中
島
団
地
、丘
山

団
地
）に
つ
い
て
は
、随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
住
宅
供

給
公
社

q
０
２
７
ー
２
２
３
ー
５
８
１
１

ＦＡＸ
０
２
７
ー
２
２
３
ー
９
８
０
８

（
平
成

２５
年

１２
月

２９
日
か
ら
平

成
２６
年
１
月
３
日
ま
で
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。）

「
荒
船
の
湯
」で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
の
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

１５
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。【

１５
人
以
上

２８
人
ま
で
】

▽
開
館
時
間
　
午
前

１０
時
　

〜
午
後
８
時

▽
定
休
日
　
月
曜
日（
祝
祭
日

の
と
き
は
、そ
の
翌
日
）

▽
利
用
料
金
　
町
民
３
０
０
円 

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■ふるさとセンター
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

q
q
q
q
q
q
q
q

（http://w
w

w
.gunm

a-jkk.or.jp/

）
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「
家
庭
用
焼
却
炉
」
の

使
用
に
注
意
！

「
野
焼
き
」
は
禁
止

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
は
、有
権
者
の

申
請
に
基
づ
き
作
成
し
ま
す

甘
楽
・
富
岡
市
民
探
鳥
会

開
催

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

訓
練
生
募
集（
３
月
入
所
）

（
時
間
制
限
な
し
）

※
な
お
、２６
年
２
月
１
日
よ
り
、

利
用
料
金
の
改
定
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の
湯

q
６０
ー
６
０
０
４

 

　
平
成

１３
年
の
廃
棄
物
処
理

法
改
正
に
よ
り
「
少
量
の
家
庭

ゴ
ミ
の
焼
却
」
と
「
構
造
基
準

を
満
た
し
て
い
る
焼
却
炉
」
以

外
で
の
ゴ
ミ
等
焼
却
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
野
焼
き
」
は
付
近

住
民
の
方
々
に
迷
惑
を
掛
け
る

ば
か
り
で
な
く
、火
災
の
原
因

と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

【
少
量
の
家
庭
ゴ
ミ
焼
却
と
は
】

煙
の
量
や
臭
い
等
が
近
所
迷
惑

に
な
ら
な
い
少
量
の
ゴ
ミ

【
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
る

焼
却
炉
と
は
】
摂
氏
８
０
０
℃

以
上
で
燃
や
す
こ
と
が
で
き
る

構
造
の
炉
で
、県
が
設
置
を
許

可
し
た
も
の

▽
次
の
場
合
に
限
り
例
外
的
に

焼
却
が
認
め
ら
れ
る
ま
す
。

①
ど
ん
ど
ん
焼
き
等
の
風
俗
習

慣②
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
学

校
教
育
や
社
会
教
育
活
動
に

伴
う
も
の

③
災
害
対
応
対
策
、農
作
物

等
害
虫
防
除
、一
過
性
の
軽
微

な
も（
こ
の
場
合
で
も
、燃
や
す

と
黒
煙
が
出
る
よ
う
な
ゴ
ム
、

ビ
ニ
ー
ル
、皮
革
、廃
油
等
の
焼

却
は
量
に
関
わ
ら
ず
禁
止
）

▽
問
い
合
わ
せ

健
康
課
　
保
健
環
境
係（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
q

８２
ー
５
４
９

０　
こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩

み
を
も
つ
方
の
電
話
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

▽
期
日
　
２
月

１６
日（
日
）

▽
時
間
　
午
前

１０
時
か
ら
午

後
３
時

よ
り
多
く
の
方
の
相
談
を
受
け

る
た
め
、個
々
の
相
談
時
間
を

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
内
容
　
仕
事
な
ど
で
平
日
に

相
談
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

精
神
科
医
師
、保
健
師
等
が
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
対
象
者
　
こ
こ
ろ
の
病
気
や

不
安
・
悩
み
等
の
相
談
の
あ
る

方（
本
人
・
家
族
）

▽
専
用
電
話
　
q
０
２
７
ー
２

９
０
ー
２
９
２
０

▽
費
用
　
無
料（
た
だ
し
、電

話
代
は
か
か
り
ま
す
。）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
精

神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局（
群

馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

q
０
２
７
ー
２
６
３
ー
１
１
６
６

　
申
請
書
は
、農
事
支
部
長
を

通
じ
て
平
成
２６
年
１
月
１０
日（
金
）

ま
で
に
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま

す
。
今
年
は
改
選
の
年
と
な
り

ま
す
の
で
、必
ず
提
出
し
て
下

さ
い
。　

※
農
事
支
部
長
の
い
な
い
地
区

は
郵
送
し
ま
す
。

選
挙
権
を
有
す
る
条
件

・
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
す
る

人・
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に

出
生
し
た
人

①
１０
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
経
営
主

②
①
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の

親
族
で
、年
間

６０
日
以
上
の
耕

作
従
事
者

③
１０
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人

の
構
成
員
等
で
年
間

６０
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
人

申
請
書
は
、前
年
の
選
挙
人
名

簿
登
載
者
を
基
に
作
成
し
て
い

ま
す
。
今
年
、新
た
に
名
簿
登

載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、農
業

委
員
会
事
務
局
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

q
８２
ー
２
１
１
１（
内
線
３
４
３
）

▽
開
催
日
　
平
成

２６
年
２
月
２

日（
日
）

▽
場
所
　
大
塩
湖（
富
岡
市
南

後
箇
）

▽
集
合
　
大
塩
湖
堤
防
西
側

▽
時
間
　
午
前

１０
時（
雨
天
中
止
）

▽
参
加
費
　
一
人
１
０
０
円

▽
案
内
人
　
日
本
野
鳥
の
会

会
員

▽
コ
ー
ス
　
大
塩
湖
の
周
り
を

歩
い
て
、カ
モ
た
ち
を
中
心
に
観

察
し
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
カ
モ

た
ち
が
渡
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。

▽
問
合
せ
先
　
日
本
野
鳥
の
会

群
馬
　
q
０
２
７
ー
３
２
５
ー
５

２
１
１

　
高
崎
市
山
名
町
の
職
業
訓

練
校
で
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

授
業
料
は
無
料
。求
職
中
で
就

職
を
希
望
す
る
方
が
対
象
で
す
。

▽
募
集
訓
練
コ
ー
ス
　
６
ヶ
月

訓
練

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科

▽
募
集
期
間
　
平
成

２６
年
１

月
６
日（
月
）〜
平
成

２６
年
２
月

１４
日（
金
）

▽
申
込
み
　
各
公
共
職
業
安

定
所

▽
問
合
せ
　（
独
）高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
　
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
群
馬
　
訓
練

課
q
０
２
７
ー
３
４
７
ー
３
７
３

６※
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
よ

り
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
申
込
み
不
要
）

▽
日
時
　
１
月

２９
日（
水
）

▽
午
前
の
部
　
午
前

１０
時
〜

正
午

▽
午
後
の
部
　
午
後
１
時
〜

３
時

３０
分

▽
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル

現
在
、血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。



24

１月の「保育園子育て応援（保育園体験）」活動計画�
　　「保育園子育て応援（保育園体験）」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
�参加ご希望の方は、希望される保育園へお問い合わせください。

■問い合わせ先　　馬山保育園　８２－２３２３　　小坂保育園　８２－２１１６　

　　　　　　　　　青倉保育園　８２－２５４９　　下仁田町役場　健康課福祉係　（内線３２６）

準備する
もの

赤ちゃんマッサージ

保 育 園

会 場

実 施 日

時 間

対 象 児

内 容

講 師

馬山保育園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

１/１６（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装で
お出かけください。

リトミック

乳幼児の育て方及び
在園児との交流

青倉保育園

１/２８（火）

１０：００～１１：３０

妊婦さん～３才

参加ご希望の方は事前に
ご連絡ください。

保育園体験

親子ふれあい遊び

動きやすい服装でご参加ください。

小坂保育園

保育園ホール 保育園内保育園内

１/１４（火）

１０：００～

１才～５才

日本の伝統である行事を実施して、
お正月の風物、どんど焼きを皆で楽しむ

どんど焼き

未就園児
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予防には、手洗い・咳エチケットが基本です！

　インフルエンザは、突然の発熱で発症し、咳・咽頭痛・頭痛・倦怠感・筋肉痛などの症状を伴います。
　症状はふつうの「かぜ」と異なり、熱が下がっても咳が続き、完全に回復するのに１週間以上かかることもあり
ます。
　症状があれば、早めに医療機関を受診しましょう。
　また、重症化しやすい人（基礎疾患のある方、小さいお子さん、妊娠中の方など）は、特に注意が必要です。
　ごくまれに急激に状態が悪化することもあります。発症後は病状をよく観察し、呼吸が苦しいなどの症状あっ
た場合には医療機関へすぐ相談してください。
　なお、児童・生徒などは、学校保健安全法により出席停止になります。登校については、医師と相談してくださ
い。
　２００９年に流行した「新型インフルエンザ（A/H１N１）」は、２０１１年４月１日から季節性となり、「インフルエンザ
（H１N１）２００９」と名称変更されました。

　平成２５年度よりおたふくかぜ・水痘（みずぼうそう）ワクチンの予防接種が受けられるようになりました。任意
接種になりますので、ご希望の方は、保健センターで申請して頂き、病院に予約を取って頂く方法です。対象者
は、以下の通りです。
　保育園などの集団生活に入る前に接種することが望ましいとされていますので、未接種・未疾患の方は、受け
ることをお勧めいたします。

・外出から帰宅したときには、手洗いを行いましょう。
・咳などの症状がある人は、咳エチケットを守りましょう。
・十分な睡眠と栄養をとり、できるだけ人ごみを避けましょう。
・感染を広げないために、かかったあとは完全に治るまで外出を自粛しましょう。
　予防接種については、医療機関にご相談ください。咳や発熱などの症状のある方は、医療機関に
　電話をしてからを受診するようにしてください。その際には、必ずマスクを着用しましょう。

咳エチケットとは？

おたふくかぜ・水痘ワクチンの全額助成についておたふくかぜ・水痘ワクチンの全額助成についておたふくかぜ・水痘ワクチンの全額助成について
問合せ先　健康課保健環境係（保健センター内）q８２－５４９０

問い合わせ　健康課（保健センター内）q８２-５４９０

マスクをせずに咳やくしゃみをすると、ウイルスが２～３メートル飛ぶといわれています。
そこで必要なことが「咳エチケット」です。
・咳・くしゃみをするときには、ティッシュなどで口と鼻を押さえ、周りの人から顔を
　そむけましょう。
・使用後のティッシュは、すぐにフタ付きのゴミ箱に捨てましょう。
・症状のある人は、マスクを正しく着用し感染防止に努めましょう。

◎対象者　下仁田町に住民登録があり、接種日において１歳以上５歳未満の方
　　　　　今までにおたふくかぜや水痘（みずぼうそう）ワクチンの予防接種を受けていない方及
　　　　　び疾病に罹っていない方
◎費　用　無　料
◎持ち物　身分証明書（健康保険証、運転免許証など）、母子手帳（接種記録確認）、印鑑（朱　
　　　　　肉をつけるもの）

インフルエンザウイルスによる感染症に注意！！


